
　東北大学金属材料研究所の佐々木孝彦です。「国立大学附置研究所・センター会議」の2023年度会長を務めるこ
とになりました。就任にあたり、一言ご挨拶申し上げます。
　本会議は、国立大学が法人化された平成16年度（2004年度）に「文部科学省所轄並びに国立大学附置研究所会
議」を継承して発足しました。2023年4月現在、全国の33国立大学法人に設置された107の附置研究所と研究セン
ターで構成されています。
　国立大学の附置研究所およびセンターは、それぞれが日本の学術研究の様々な分野をリードすることを使命として、
先端的な研究課題や多様な学際的研究、長期的な視野に基づく基礎研究などに取り組んでいます。また、その多くが
共同利用・共同研究拠点として、国内外の研究者コミュニティに開かれた研究支援体制を整備し、研究の基盤ならび
に共同研究の機会を提供することによって、個々の大学の枠を超えてわが国の学術研究を支えています。さらに、先端
研究の場を学生や若手研究者に積極的に開放し、次世代研究者の育成にも大いに貢献しています。
　本会議はこれまで、わが国の学術研究の発展に資する重要な提言や要望を発信し続けてきました。また、各研究
所・センターのユニークな研究活動をウェブサイト等で紹介するとともに、公開シンポジウムを開催することによって情
報発信にも力を入れています。今後もさらに「研究活動の見える化」を推進することにより、附置研究所・センターが
担っているそれぞれの学問分野における研究の動向を、広く皆様に知っていただきたいと考えています。
　私たちは、附置研究所・センターがわが国の学術研究の中核としての役割を担っていることを強く認識し、引き続き
その発展に貢献したいと思います。皆様の一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

①除染による下流域への影響を初評価
福島原発事故における政府の除染データや高解像度衛
星画像を用いた土地被覆変化データ、河川のモニタリン
グデータを組合せ、上流域の除染による長期的な土地被
覆の変化が下流環境や太平洋への137CS流出に及ぼす影
響を初評価しました。これらの成果は、今後の除染活動が
与える下流域の持続可能性への影響の最小化に役立つ
と期待されます。
（筑波大学 アイソトープ環境動態研究センター）

④乾燥地の課題解決のために
乾燥地は世界中で自然と人々の生活が最も脆弱な地域で
す。センターの研究者はおもに途上国の現場において、気
候変動が乾燥地に及ぼす影響評価、節水灌漑や塩類土壌
修復技術の実装、土壌浸食や黄砂発生機構の解明、乾燥
地に適応できる新たな作物品種の開発など、異なる分野
の研究者が協力して乾燥地の課題解決のための研究に取
り組んでいます。
（鳥取大学 乾燥地研究センター）

①大腸がん幹細胞の撲滅
細胞周期抑制分子p57は大腸がん幹細胞に特異的に発
現する。遺伝子操作を加えたp57-DTR-Venusマウスに
おいて、ジフテリア毒素（DT）によりp57+細胞を除去し、
抗がん剤（5-FU）治療と組み合わせると、がんの進展が強
く抑制されることが明らかとなった。
（九州大学 生体防御医学研究所）

②がんに起因する全身の不調の研究
根治不能となったがんは次第に全身の恒常性を破綻さ
せ、個体はやがて死に至ります。この現象の全貌ならびに
責任因子を明らかにするために、マルチオミクスと遺伝学
を組み合わせた研究を展開しています。がんを根治できな
くともQuality of Life（QOL）を落とさすに生きていける
社会を作ることに貢献したいと考えています。
（東北大学 加齢医学研究所）

③ポストコロナを見据えた伝統医薬研究の国際拠点交流
新型コロナウィルス感染症への対応として、オンライン
ツールによる国際交流を継続してきましたが、海外渡航時
の水際対策の緩和を契機にポストコロナを見据えて伝統
医薬研究に関わる国際拠点大学との対面での交流を再
開しました。具体的にはタイ・チュラロンコン大学薬学部
とインドネシア・ハサヌディン大学薬学部との研究者交流
や各国での調査・探索研究の再開に向けた課題、それぞ
れの国での伝統医薬研究に関する動向などについて意見
を交換しました。
（富山大学 和漢医薬学総合研究所）

①襖下張り文書のレスキュー
文化財レスキュープロジェクトでは岡山史料ネット及び全
国の史料ネット、国立歴史民俗博物館・東北大学・神戸大
学を核として人間文化研究機構が推進する「歴史文化資
料保全の大学・共同利用機関ネットワーク事業」と連携
し、2018年の西日本豪雨で被災した資料の保全活動に
取り組んでいます。
（岡山大学 文明動態学研究所）

②水島港玉島コンテナ・ターミナル
　でのコンテナ船荷役
瀬戸内プロジェクトでは低迷・衰退する中・低位都市・地
域の集合体とも言える瀬戸内地域を対象として、そこにお
ける機能低集積化・分散化加速のメカニズム・構図を市場
と法制度、文化およびそこで活動する各主体といった要因
から多面的に分析していきます。
（岡山大学 文明動態学研究所）

③光化学系IIと水分解触媒中心の結晶構造
シアノバクテリア由来光合成光化学系II複合体の結晶構
造とそれに含まれる水分解・酸素発生触媒中心の構造。こ
の構造は、光エネルギーを利用して水を分解し、分子状酸
素を放出しており、光エネルギーの変換と地球上ほぼすべ
ての生物の生存に不可欠な酸素を供給している意味で重
要なものです。
（岡山大学 異分野基礎科学研究所）

④放射光による高精度電子構造測定
集光ミラー及びディフレクター付きの半球型超高分解能電
子分析器を導入したことで、高精度な電子構造を従来の10
分の１程度の時間で高速観測を可能とすることに成功しま
した。集光ビームは約40㎛（横）×50㎛（縦）、エネルギー分
解能は約4meVを達成しており、これまで観測できなかっ

⑤次世代放射光施設NanoTerasuの
　ビームライン技術への貢献
東北大学青葉山新キャンパスに建設整備中の次世代放
射光施設NanoTerasuは、2024年度運用開始予定で
す。当センターは、そのビームライン整備に技術面で多くの
教員が関わっています。さらに、軟X線領域の計測を得意
とするNanoTerasuの有効利用をはかるため、全く新し
い計測手法や解析方法を研究発表してきましたし、これか
らも開発研究を進めていきます。
（東北大学 国際放射光イノベーション・スマート研究センター）

⑥レーザーによる「知の創造」と「知の具現化」
レーザー科学研究所では、レーザーの汎用性を活かし、多
様な「知の創造」と「知の具現化」を目指した学術研究を
行っています。災害対策、害虫駆除、文化財探索からレー
ザープロセス、レーザー中性子源、レーザー核融合エネル
ギーのための研究開発から、光や原子さらに惑星や宇宙
の謎の解明に役立つ学術研究など学際的な取り組みを
行っています。
（大阪大学 レーザー科学研究所）

（a）ドローンxレーザー空中投影
（b）レーザー駆動パルス中性子源・X線源による
　 電池材料同時撮影
（c）パワーレーザーとプラズマとの相互作用の瞬間
（d）パワーレーザーによる超新星爆発模擬実験
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上：天幕の骨組みを運ぶサハ共和国の遊牧民。
下：トナカイの群れ。東北アジア研究センター・地域研究デジタルアーカイブ・シベリア民族誌写真
　 （高倉浩樹撮影）より。
(東北大学 東北アジア研究センター）

表紙：遊牧と黄金の角
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上：龍門石窟古陽洞 安定王元燮造像記拓本 北魏・正始四年（507）　
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（京都大学 人文科学研究所）
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②抗体タンパク質をコイルドコイルで簡便に蛍光修飾
蛍光色素によって抗体の特異部位を化学修飾したクエン

た微細試料での電子構造の観測・解明が期待されます。
（広島大学 放射光科学研究センター）

チ抗体を開発しました。これを用いる検出法の適用範囲
は広く、細胞内タンパク質やがん抑制タンパク質の検出や
イメージングが可能になりました。さらに、新型コロナウイ
ルスを短時間、高感度で検出する手法としても有効であ
り、臨床サンプルを用いた短時間陽性判定においても精
度が確認されています。
（東京工業大学 科学技術創成研究院化学生命科学研究所）
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33の国立大学の107の研究所・研究センターで
構成されています。
所属教員数は3,600名を超えます。
理工系中心の第1部会（56研究所・センター）、
医学・生物系中心の第2部会（36研究所・セン
ター）、人文・社会系中心の第3部会（15研究
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佐々木 孝彦 所長

2023年度会長
東北大学

金属材料研究所

上：天幕の骨組みを運ぶサハ共和国の遊牧民。
下：トナカイの群れ。東北アジア研究センター・地域研究デジタルアーカイブ・シベリア民族誌写真
　 （高倉浩樹撮影）より。
(東北大学 東北アジア研究センター）

表紙：遊牧と黄金の角

東北大学　金属材料研究所

上：龍門石窟古陽洞 安定王元燮造像記拓本 北魏・正始四年（507）　
下左：雲岡石窟第八窟 多面多臂神像 北魏時代（5世紀）　
下右：『永楽大典』（15世紀初に編纂された中国最大の類書）の写本（16世紀後半）
（京都大学 人文科学研究所）

裏表紙：京都大学人文科学研究所所蔵史料群

〒980-8577 仙台市青葉区片平2-1-1　TEL022-215-2181　FAX022-215-2184

②抗体タンパク質をコイルドコイルで簡便に蛍光修飾
蛍光色素によって抗体の特異部位を化学修飾したクエン

た微細試料での電子構造の観測・解明が期待されます。
（広島大学 放射光科学研究センター）

チ抗体を開発しました。これを用いる検出法の適用範囲
は広く、細胞内タンパク質やがん抑制タンパク質の検出や
イメージングが可能になりました。さらに、新型コロナウイ
ルスを短時間、高感度で検出する手法としても有効であ
り、臨床サンプルを用いた短時間陽性判定においても精
度が確認されています。
（東京工業大学 科学技術創成研究院化学生命科学研究所）
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2023

33の国立大学の107の研究所・研究センターで
構成されています。
所属教員数は3,600名を超えます。
理工系中心の第1部会（56研究所・センター）、
医学・生物系中心の第2部会（36研究所・セン
ター）、人文・社会系中心の第3部会（15研究
所・センター）からなります。



　東北大学金属材料研究所の佐々木孝彦です。「国立大学附置研究所・センター会議」の2023年度会長を務めるこ
とになりました。就任にあたり、一言ご挨拶申し上げます。
　本会議は、国立大学が法人化された平成16年度（2004年度）に「文部科学省所轄並びに国立大学附置研究所会
議」を継承して発足しました。2023年4月現在、全国の33国立大学法人に設置された107の附置研究所と研究セン
ターで構成されています。
　国立大学の附置研究所およびセンターは、それぞれが日本の学術研究の様々な分野をリードすることを使命として、
先端的な研究課題や多様な学際的研究、長期的な視野に基づく基礎研究などに取り組んでいます。また、その多くが
共同利用・共同研究拠点として、国内外の研究者コミュニティに開かれた研究支援体制を整備し、研究の基盤ならび
に共同研究の機会を提供することによって、個々の大学の枠を超えてわが国の学術研究を支えています。さらに、先端
研究の場を学生や若手研究者に積極的に開放し、次世代研究者の育成にも大いに貢献しています。
　本会議はこれまで、わが国の学術研究の発展に資する重要な提言や要望を発信し続けてきました。また、各研究
所・センターのユニークな研究活動をウェブサイト等で紹介するとともに、公開シンポジウムを開催することによって情
報発信にも力を入れています。今後もさらに「研究活動の見える化」を推進することにより、附置研究所・センターが
担っているそれぞれの学問分野における研究の動向を、広く皆様に知っていただきたいと考えています。
　私たちは、附置研究所・センターがわが国の学術研究の中核としての役割を担っていることを強く認識し、引き続き
その発展に貢献したいと思います。皆様の一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

①除染による下流域への影響を初評価
福島原発事故における政府の除染データや高解像度衛
星画像を用いた土地被覆変化データ、河川のモニタリン
グデータを組合せ、上流域の除染による長期的な土地被
覆の変化が下流環境や太平洋への137CS流出に及ぼす影
響を初評価しました。これらの成果は、今後の除染活動が
与える下流域の持続可能性への影響の最小化に役立つ
と期待されます。
（筑波大学 アイソトープ環境動態研究センター）

④乾燥地の課題解決のために
乾燥地は世界中で自然と人々の生活が最も脆弱な地域で
す。センターの研究者はおもに途上国の現場において、気
候変動が乾燥地に及ぼす影響評価、節水灌漑や塩類土壌
修復技術の実装、土壌浸食や黄砂発生機構の解明、乾燥
地に適応できる新たな作物品種の開発など、異なる分野
の研究者が協力して乾燥地の課題解決のための研究に取
り組んでいます。
（鳥取大学 乾燥地研究センター）

①大腸がん幹細胞の撲滅
細胞周期抑制分子p57は大腸がん幹細胞に特異的に発
現する。遺伝子操作を加えたp57-DTR-Venusマウスに
おいて、ジフテリア毒素（DT）によりp57+細胞を除去し、
抗がん剤（5-FU）治療と組み合わせると、がんの進展が強
く抑制されることが明らかとなった。
（九州大学 生体防御医学研究所）

②がんに起因する全身の不調の研究
根治不能となったがんは次第に全身の恒常性を破綻さ
せ、個体はやがて死に至ります。この現象の全貌ならびに
責任因子を明らかにするために、マルチオミクスと遺伝学
を組み合わせた研究を展開しています。がんを根治できな
くともQuality of Life（QOL）を落とさすに生きていける
社会を作ることに貢献したいと考えています。
（東北大学 加齢医学研究所）

③ポストコロナを見据えた伝統医薬研究の国際拠点交流
新型コロナウィルス感染症への対応として、オンライン
ツールによる国際交流を継続してきましたが、海外渡航時
の水際対策の緩和を契機にポストコロナを見据えて伝統
医薬研究に関わる国際拠点大学との対面での交流を再
開しました。具体的にはタイ・チュラロンコン大学薬学部
とインドネシア・ハサヌディン大学薬学部との研究者交流
や各国での調査・探索研究の再開に向けた課題、それぞ
れの国での伝統医薬研究に関する動向などについて意見
を交換しました。
（富山大学 和漢医薬学総合研究所）

①襖下張り文書のレスキュー
文化財レスキュープロジェクトでは岡山史料ネット及び全
国の史料ネット、国立歴史民俗博物館・東北大学・神戸大
学を核として人間文化研究機構が推進する「歴史文化資
料保全の大学・共同利用機関ネットワーク事業」と連携
し、2018年の西日本豪雨で被災した資料の保全活動に
取り組んでいます。
（岡山大学 文明動態学研究所）

②水島港玉島コンテナ・ターミナル
　でのコンテナ船荷役
瀬戸内プロジェクトでは低迷・衰退する中・低位都市・地
域の集合体とも言える瀬戸内地域を対象として、そこにお
ける機能低集積化・分散化加速のメカニズム・構図を市場
と法制度、文化およびそこで活動する各主体といった要因
から多面的に分析していきます。
（岡山大学 文明動態学研究所）

③光化学系IIと水分解触媒中心の結晶構造
シアノバクテリア由来光合成光化学系II複合体の結晶構
造とそれに含まれる水分解・酸素発生触媒中心の構造。こ
の構造は、光エネルギーを利用して水を分解し、分子状酸
素を放出しており、光エネルギーの変換と地球上ほぼすべ
ての生物の生存に不可欠な酸素を供給している意味で重
要なものです。
（岡山大学 異分野基礎科学研究所）

④放射光による高精度電子構造測定
集光ミラー及びディフレクター付きの半球型超高分解能電
子分析器を導入したことで、高精度な電子構造を従来の10
分の１程度の時間で高速観測を可能とすることに成功しま
した。集光ビームは約40㎛（横）×50㎛（縦）、エネルギー分
解能は約4meVを達成しており、これまで観測できなかっ

⑤次世代放射光施設NanoTerasuの
　ビームライン技術への貢献
東北大学青葉山新キャンパスに建設整備中の次世代放
射光施設NanoTerasuは、2024年度運用開始予定で
す。当センターは、そのビームライン整備に技術面で多くの
教員が関わっています。さらに、軟X線領域の計測を得意
とするNanoTerasuの有効利用をはかるため、全く新し
い計測手法や解析方法を研究発表してきましたし、これか
らも開発研究を進めていきます。
（東北大学 国際放射光イノベーション・スマート研究センター）

⑥レーザーによる「知の創造」と「知の具現化」
レーザー科学研究所では、レーザーの汎用性を活かし、多
様な「知の創造」と「知の具現化」を目指した学術研究を
行っています。災害対策、害虫駆除、文化財探索からレー
ザープロセス、レーザー中性子源、レーザー核融合エネル
ギーのための研究開発から、光や原子さらに惑星や宇宙
の謎の解明に役立つ学術研究など学際的な取り組みを
行っています。
（大阪大学 レーザー科学研究所）

（a）ドローンxレーザー空中投影
（b）レーザー駆動パルス中性子源・X線源による
　 電池材料同時撮影
（c）パワーレーザーとプラズマとの相互作用の瞬間
（d）パワーレーザーによる超新星爆発模擬実験

2023年度会長挨拶

佐々木 孝彦 所長

2023年度会長
東北大学

金属材料研究所

上：天幕の骨組みを運ぶサハ共和国の遊牧民。
下：トナカイの群れ。東北アジア研究センター・地域研究デジタルアーカイブ・シベリア民族誌写真
　 （高倉浩樹撮影）より。
(東北大学 東北アジア研究センター）

表紙：遊牧と黄金の角

東北大学　金属材料研究所

上：龍門石窟古陽洞 安定王元燮造像記拓本 北魏・正始四年（507）　
下左：雲岡石窟第八窟 多面多臂神像 北魏時代（5世紀）　
下右：『永楽大典』（15世紀初に編纂された中国最大の類書）の写本（16世紀後半）
（京都大学 人文科学研究所）

裏表紙：京都大学人文科学研究所所蔵史料群

〒980-8577 仙台市青葉区片平2-1-1　TEL022-215-2181　FAX022-215-2184

②抗体タンパク質をコイルドコイルで簡便に蛍光修飾
蛍光色素によって抗体の特異部位を化学修飾したクエン

た微細試料での電子構造の観測・解明が期待されます。
（広島大学 放射光科学研究センター）

チ抗体を開発しました。これを用いる検出法の適用範囲
は広く、細胞内タンパク質やがん抑制タンパク質の検出や
イメージングが可能になりました。さらに、新型コロナウイ
ルスを短時間、高感度で検出する手法としても有効であ
り、臨床サンプルを用いた短時間陽性判定においても精
度が確認されています。
（東京工業大学 科学技術創成研究院化学生命科学研究所）
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2023

33の国立大学の107の研究所・研究センターで
構成されています。
所属教員数は3,600名を超えます。
理工系中心の第1部会（56研究所・センター）、
医学・生物系中心の第2部会（36研究所・セン
ター）、人文・社会系中心の第3部会（15研究
所・センター）からなります。
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筑波大学 放射線・アイソトープ地球システム研究センター（○）
福島第一原子力発電所事故、放射能、アイソトープ、核関連施設、環境、水循環

地震、火山噴火、津波、地球内部構造、計算地球科学、
自然災害、観測固体地球科学
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2023年度 第1部会長
愛媛大学 地球深部ダイナミクス研究センター長
2023年度 第1部会長
愛媛大学 地球深部ダイナミクス研究センター長
入舩 徹男

2023年度 第3部会長
北海道大学
スラブ・ユーラシア研究センター長　　

2023年度 第3部会長
北海道大学
スラブ・ユーラシア研究センター長　　
野町 素己

2023年度 第2部会長
東京医科歯科大学 難治疾患研究所長
2023年度 第2部会長
東京医科歯科大学 難治疾患研究所長
仁科 博史

第2部会シンポジウム第2部会シンポジウム
令和5年11月10日（金） 

担当：名古屋大学 環境医学研究所

第3部会シンポジウム第3部会シンポジウム
令和5年10月13日（金）

担当：北海道大学 スラブ・ユーラシア研究センター

https://www.arc.hokudai.ac.jp/

49
漢方医学、伝統医学、病態薬効解析、生薬・天然物分析、データベース
https://www.inm.u-toyama.ac.jp

https://www.obihiro.ac.jp/facility/protozoa/

https://www.czc.hokudai.ac.jp/

https://www.igm.hokudai.ac.jp/

ストレス受容・応答、生体適応・防御、脳神経系、内分泌、代謝、
ゲノム制御、新規治療・創薬

54

ウイルス学、生命科学、分子生物学、細胞生物学、
組織再生、幹細胞、医工学、再生医療、免疫学

58

50
発がん、悪性化、がんモデル、微小環境、幹細胞、分子標的

84
数理科学、量子宇宙、光合成、進化、構造生物学、錯体化学、
超伝導、有機エレクトロニクス材料、理論科学

半導体、ナノ集積科学、集積システム科学、分子生命情報科学、集積医科学

http://www.ied.tsukuba.ac.jp/

https://www.eri.u-tokyo.ac.jp/

https://ceres.chiba-u.jp/

北海道大学 低温科学研究所（○）

北海道大学 人獣共通感染症国際共同研究所（○）

低温、寒冷圏、水・物質循環、雪氷、宇宙物質、生物環境、環オホーツク
1
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33
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物性科学、物性理論、量子物質、機能物性、ナノサイエンス、
量子ビーム、強磁場、光科学、計算物質科学

、量子AIテクノロジー
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東京工業大学 科学技術創成研究院 ゼロカーボンエネルギー研究所
カーボンニュートラル、グリーン・トランスフォーメーション、再生可能エネルギー、
原子力エネルギー、炭素循環、物質循環、エネルギー貯蔵、新型炉、原子力材料・応用

グリーン分子創造技術、生物分子機能、植物ストレスマネージメント、
植物ゲノミックス、フィールドインフォマティクス、超分子・分子集合体、新エネルギー

高分子、超分子、ナノ粒子、バイオマテリアル、ソフトマテリアル、
ケミカルバイオロジー、バイオマス

知能化工学、情報イノベーション、電子機能システム、量子ナノエレクトロニクス、
フォトニクス集積システム、先進メカノデバイス、融合メカノシステム、創形科学、
先端材料、都市防災、異種機能集積、応用 AI、生体医歯工学、知的材料デバイス

http://www.zc.iir.titech.ac.jp/

https://www.tmd.ac.jp/ibb/

複合領域ナノサイエンス、物質科学、光科学、生命科学、数学・数理科学

流体、流動、統合流動科学、環境・エネルギー、ナノ・マイクロ、
健康・福祉・医療、宇宙航空、融合研究

計算システム基盤、情報通信基盤、人間・生体情報システム、
ナノエレクトロニクス・スピントロニクス、ブレインウェア、
サイバー・リアル空間

多元物質科学、有機・無機ハイブリッド材料、プロセスシステム・デバイス工学、
先端計測技術開発、ネットワーク型共同研究拠点、ソフトマテリアル研究拠点

https://www.es.hokudai.ac.jp/

1.3 GeV 高エネルギー電子シンクロトロン、60 MeV 大強度電子直線加速器、
電子光ビーム、ハドロン物理、原子核物理、放射化学、ビーム物理
https://www.lns.tohoku.ac.jp/

https://www.sris.tohoku.ac.jp/

名古屋大学 未来材料・システム研究所（○）

広島大学 ナノデバイス研究所（○）

https://www.ioes.saga-u.ac.jp/

99 佐賀大学 海洋エネルギー研究所（○）

革新的省エネルギー技術、高度計測技術、次世代半導体材料・
デバイス、持続可能な社会のためのシステム技術

ゼロエミッションエネルギー、プラズマ・量子エネルギー、
ソフトエネルギー、核融合エネルギー利用、
高効率太陽光エネルギー利用、バイオリファイナリー、
カーボンネガティブエネルギー

研究用原子炉、加速器、原子力工学、
粒子線・放射性同位元素、放射線生命、複合原子力科学

地球惑星物質科学、惑星深部ダイナミクス、高温高圧実験、
鉱物・マグマ物性、主要・微量元素分析、同位体分析、年代測定、
アストロバイオロジー

55

https://www.imass.nagoya-u.ac.jp 

87

https://www.rnbs.hiroshima-u.ac.jp/

生物環境試料バンク、内分泌かく乱化学物質、生態影響、環境毒性学、
ワンヘルス、東南アジア、沿岸海洋、低次生態系

愛媛大学 沿岸環境科学研究センター（○）

地球掘削科学、古海洋学、層序学、地球化学、古地磁気学

海洋エネルギー、海洋温度差発電、波力発電、潮流発電、
洋上風力発電、再生可能エネルギー

高知大学 海洋コア国際研究所（○）

92

http://www.cmes.ehime-u.ac.jp/

http://www.kochi-u.ac.jp/marine-core/index.html

東北大学 国際放射光イノベーション・スマート研究センター
放射光科学、次世代計測科学、材料科学、
物質組成構造解析、ナノサイエンス、量子ビーム

18

熊本大学 産業ナノマテリアル研究所
二次元ナノマテリアル、ナノシート、表面・粒界、
AI、爆発プロセス、バイオエレクトリクス

1103

http://www.iina.kumamoto-u.ac.jp

熊本大学・富山大学
先進軽金属材料国際研究機構（○）
軽金属材料、マルチマテリアル化、軽量強度材料、輸送機器、生体材料、
材料工学、物理学、機械力学、構造科学、計算科学

1106

https://ilm2021.com/

32

https://www.iqb.u-tokyo.ac.jp/

40

https

https://www.iser.osaka-u.ac.jp/

74

79

計算社会科学
神戸大学 計算社会科学研究センター80

http://ccss.kobe-u.ac.jp/

89

https://rihe.hiroshima-u.ac.jp/

高等教育研究、大学改革、大学のガバナンス、
高等教育政策、大学教授・専門職、IR 方法論、研究倫理

11
加齢制御、腫瘍制御、脳科学、環境ストレス老化、スマート・エイジング、医療機器開発

遺伝資源、遺伝子組換え植物、ゲノム編集植物、特定網室、

放射線（能）計測、物理線量評価、生物学的線量評価、放射線生物学、
バイオアッセイ、環境放射生態学、環境動態、分析化学、人材育成、被ばく医療体制

弘前大学 被ばく医療総合研究所（○）9

http://irem.hirosaki-u.ac.jp

人類の誕生と文明の形成、社会の複雑化と地域社会の形成、
日本社会の縮図としての瀬戸内

岡山大学 文明動態学研究所85

https://ridc.okayama-u.ac.jp/

26
医科学研究、感染症、がん、免疫・神経・筋疾患、加齢性疾患、
ヒトゲノム解析、疾患システム研究、再生医療、プレシジョン・メディシン、
遺伝子・細胞治療、ELSI 研究、トランスレーショナル・リサーチ、AI 医科学
https://www.ims.u-tokyo.ac.jp/imsut/jp/

69

https://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/

68

https://www.cira.kyoto-u.ac.jp

46

https://www.ier.hit-u.ac.jp/

64

https://www.kier.kyoto-u.ac.jp

20

https://www.t-pirc.tsukuba.ac.jp/

京都大学 医生物学研究所（○）

熱帯医学、感染症、熱帯公衆衛生学、国際保健、
ケニア・ベトナム拠点、熱帯医学ミュージアム

100

102

104

95

複合体タンパク質、インタラクトーム、タンパク質相互作用解析、無細胞タンパク質合成、
近位依存性ビオチン化酵素、薬剤スクリーニング、薬剤標的探索、感染症

多階層生体防御システム、高深度オミクス、データ駆動型サイエンス、
構造生物学、情報生物学、システム免疫学、 がん生物学、発生再生医学、アレルギー学

愛媛大学 プロテオサイエンスセンター（○）93

https://www.pros.ehime-u.ac.jp/

https://www.tm.nagasaki-u.ac.jp/nekken/

ウイルス学、感染免疫、HIV-1/AIDS、HTLV-1/ATL/HAM、SARS-CoV-2/COVID-19、
HBV/Hepatitis B、抗ウイルス薬、ワクチン開発、中和抗体、細胞性免疫、感染動物モデル

熊本大学・鹿児島大学
ヒトレトロウイルス学共同研究センター

105

107
https://jrcrvi.jp/

72

70

蛋白質科学、構造生物学、生命科学、蛋白質合成・デザイン、
システム生物学、蛋白質情報科学

75

81

86

医科学、先端酵素学、糖尿病、がん、免疫疾患、慢性炎症、ゲノム、
プロテオーム、ゲノム編集、創薬イノベーション

90

環境ストレス、遺伝資源、ゲノム育種、植物生理、
植物栄養、植物病理、生物間相互作用

82

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/

https://www.iams.tokushima-u.ac.jp/

https://www.ehub.kyoto-u.ac.jp/

71

101

https://www.genken.nagasaki-u.ac.jp/index-sjis.html

https://tbc.skr.u-ryukyu.ac.jp/

霊長類学（脳機能、認知機能、生体機構、ゲノム、モデル動物）
京都大学 ヒト行動進化研究センター

https://igcore.thers.ac.jp/

糖鎖、グライコミクス、グライコプロテオミクス、第三の生命鎖、
拡張セントラルドグマ、生命科学、糖鎖情報、ヒューマングライコームプロジェクト

名古屋大学・岐阜大学 糖鎖生命コア研究所（○）

106

31

第1部会シンポジウム第1部会シンポジウム
令和5年9月29日（金）  

担当：熊本大学 産業ナノマテリアル研究所

https://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

構造生物学、ゲノム科学、脳科学、免疫、感染、小分子RNA、オープンサイエンス

https://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/ja/



https://irides.tohoku.ac.jp/

16

28

41

57

67

日本語 : https://jww.iss.u-tokyo.ac.jp/
英語 : https://www.iss.u-tokyo.ac.jp/

29
社会科学の総合知、現代日本社会研究、
全所的プロジェクト研究、社会調査・データアーカイブ、
Social Science Japan Journal、地域力創発デザイン

東洋文化、アジア研究のアジア化と普遍化、Global Asian Studies
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16

22

23

24

35

https://www.bri.niigata-u.ac.jp/

47

筑波大学 放射線・アイソトープ地球システム研究センター（○）
福島第一原子力発電所事故、放射能、アイソトープ、核関連施設、環境、水循環

地震、火山噴火、津波、地球内部構造、計算地球科学、
自然災害、観測固体地球科学

21

12

13

14

15

17

19

25

27

工学全般（基礎系、機械・生体系、情報・エレクトロニクス系、
物質・環境系、人間・社会系）、産学連携、国際連携、地域連携

30

56

88

91

94

https://www.riam.kyushu-u.ac.jp/

96

97

https://www.imi.kyushu-u.ac.jp/

98

10

59

60

61

62

https://www.yukawa.kyoto-u.ac.jp/

https://www.dpri.kyoto-u.ac.jp

63

65

66

73

76

https://www.ile.osaka-u.ac.jp/ja/index.html

https://www.misasa.okayama-u.ac.jp/jp/

http://www.jwri.osaka-u.ac.jp/index.html

77

78

83

2023年度 第1部会長
愛媛大学 地球深部ダイナミクス研究センター長
2023年度 第1部会長
愛媛大学 地球深部ダイナミクス研究センター長
入舩 徹男

2023年度 第3部会長
北海道大学
スラブ・ユーラシア研究センター長　　

2023年度 第3部会長
北海道大学
スラブ・ユーラシア研究センター長　　
野町 素己

2023年度 第2部会長
東京医科歯科大学 難治疾患研究所長
2023年度 第2部会長
東京医科歯科大学 難治疾患研究所長
仁科 博史

第2部会シンポジウム第2部会シンポジウム
令和5年11月10日（金） 

担当：名古屋大学 環境医学研究所

第3部会シンポジウム第3部会シンポジウム
令和5年10月13日（金）

担当：北海道大学 スラブ・ユーラシア研究センター

https://www.arc.hokudai.ac.jp/

49
漢方医学、伝統医学、病態薬効解析、生薬・天然物分析、データベース
https://www.inm.u-toyama.ac.jp

https://www.obihiro.ac.jp/facility/protozoa/

https://www.czc.hokudai.ac.jp/

https://www.igm.hokudai.ac.jp/

ストレス受容・応答、生体適応・防御、脳神経系、内分泌、代謝、
ゲノム制御、新規治療・創薬

54

ウイルス学、生命科学、分子生物学、細胞生物学、
組織再生、幹細胞、医工学、再生医療、免疫学

58

50
発がん、悪性化、がんモデル、微小環境、幹細胞、分子標的

84
数理科学、量子宇宙、光合成、進化、構造生物学、錯体化学、
超伝導、有機エレクトロニクス材料、理論科学

半導体、ナノ集積科学、集積システム科学、分子生命情報科学、集積医科学

http://www.ied.tsukuba.ac.jp/

https://www.eri.u-tokyo.ac.jp/

https://ceres.chiba-u.jp/

北海道大学 低温科学研究所（○）

北海道大学 人獣共通感染症国際共同研究所（○）

低温、寒冷圏、水・物質循環、雪氷、宇宙物質、生物環境、環オホーツク
1

https://www2.lowtem.hokudai.ac.jp/

https://www.riec.tohoku.ac.jp/

https://www.ifs.tohoku.ac.jp/

33

http://www.csis.u-tokyo.ac.jp/

34

36

37

38

物性科学、物性理論、量子物質、機能物性、ナノサイエンス、
量子ビーム、強磁場、光科学、計算物質科学

、量子AIテクノロジー

https://www.issp.u-tokyo.ac.jp/

https://www.icrr.u-tokyo.ac.jp/

https:

https://www.msl.titech.ac.jp/index.html

39

42

43

44

45

48

51

https://www.rie.shizuoka.ac.jp/

http://www.nhdr.niigata-u.ac.jp/

52

https://green.shizuoka.ac.jp/

53

東京工業大学 科学技術創成研究院 ゼロカーボンエネルギー研究所
カーボンニュートラル、グリーン・トランスフォーメーション、再生可能エネルギー、
原子力エネルギー、炭素循環、物質循環、エネルギー貯蔵、新型炉、原子力材料・応用

グリーン分子創造技術、生物分子機能、植物ストレスマネージメント、
植物ゲノミックス、フィールドインフォマティクス、超分子・分子集合体、新エネルギー

高分子、超分子、ナノ粒子、バイオマテリアル、ソフトマテリアル、
ケミカルバイオロジー、バイオマス

知能化工学、情報イノベーション、電子機能システム、量子ナノエレクトロニクス、
フォトニクス集積システム、先進メカノデバイス、融合メカノシステム、創形科学、
先端材料、都市防災、異種機能集積、応用 AI、生体医歯工学、知的材料デバイス

http://www.zc.iir.titech.ac.jp/

https://www.tmd.ac.jp/ibb/

複合領域ナノサイエンス、物質科学、光科学、生命科学、数学・数理科学

流体、流動、統合流動科学、環境・エネルギー、ナノ・マイクロ、
健康・福祉・医療、宇宙航空、融合研究

計算システム基盤、情報通信基盤、人間・生体情報システム、
ナノエレクトロニクス・スピントロニクス、ブレインウェア、
サイバー・リアル空間

多元物質科学、有機・無機ハイブリッド材料、プロセスシステム・デバイス工学、
先端計測技術開発、ネットワーク型共同研究拠点、ソフトマテリアル研究拠点

https://www.es.hokudai.ac.jp/

1.3 GeV 高エネルギー電子シンクロトロン、60 MeV 大強度電子直線加速器、
電子光ビーム、ハドロン物理、原子核物理、放射化学、ビーム物理
https://www.lns.tohoku.ac.jp/

https://www.sris.tohoku.ac.jp/

名古屋大学 未来材料・システム研究所（○）

広島大学 ナノデバイス研究所（○）

https://www.ioes.saga-u.ac.jp/

99 佐賀大学 海洋エネルギー研究所（○）

革新的省エネルギー技術、高度計測技術、次世代半導体材料・
デバイス、持続可能な社会のためのシステム技術

ゼロエミッションエネルギー、プラズマ・量子エネルギー、
ソフトエネルギー、核融合エネルギー利用、
高効率太陽光エネルギー利用、バイオリファイナリー、
カーボンネガティブエネルギー

研究用原子炉、加速器、原子力工学、
粒子線・放射性同位元素、放射線生命、複合原子力科学

地球惑星物質科学、惑星深部ダイナミクス、高温高圧実験、
鉱物・マグマ物性、主要・微量元素分析、同位体分析、年代測定、
アストロバイオロジー

55

https://www.imass.nagoya-u.ac.jp 

87

https://www.rnbs.hiroshima-u.ac.jp/

生物環境試料バンク、内分泌かく乱化学物質、生態影響、環境毒性学、
ワンヘルス、東南アジア、沿岸海洋、低次生態系

愛媛大学 沿岸環境科学研究センター（○）

地球掘削科学、古海洋学、層序学、地球化学、古地磁気学

海洋エネルギー、海洋温度差発電、波力発電、潮流発電、
洋上風力発電、再生可能エネルギー

高知大学 海洋コア国際研究所（○）

92

http://www.cmes.ehime-u.ac.jp/

http://www.kochi-u.ac.jp/marine-core/index.html

東北大学 国際放射光イノベーション・スマート研究センター
放射光科学、次世代計測科学、材料科学、
物質組成構造解析、ナノサイエンス、量子ビーム

18

熊本大学 産業ナノマテリアル研究所
二次元ナノマテリアル、ナノシート、表面・粒界、
AI、爆発プロセス、バイオエレクトリクス

1103

http://www.iina.kumamoto-u.ac.jp

熊本大学・富山大学
先進軽金属材料国際研究機構（○）
軽金属材料、マルチマテリアル化、軽量強度材料、輸送機器、生体材料、
材料工学、物理学、機械力学、構造科学、計算科学

1106

https://ilm2021.com/

32

https://www.iqb.u-tokyo.ac.jp/

40

https

https://www.iser.osaka-u.ac.jp/

74

79

計算社会科学
神戸大学 計算社会科学研究センター80

http://ccss.kobe-u.ac.jp/

89

https://rihe.hiroshima-u.ac.jp/

高等教育研究、大学改革、大学のガバナンス、
高等教育政策、大学教授・専門職、IR 方法論、研究倫理

11
加齢制御、腫瘍制御、脳科学、環境ストレス老化、スマート・エイジング、医療機器開発

遺伝資源、遺伝子組換え植物、ゲノム編集植物、特定網室、

放射線（能）計測、物理線量評価、生物学的線量評価、放射線生物学、
バイオアッセイ、環境放射生態学、環境動態、分析化学、人材育成、被ばく医療体制

弘前大学 被ばく医療総合研究所（○）9

http://irem.hirosaki-u.ac.jp

人類の誕生と文明の形成、社会の複雑化と地域社会の形成、
日本社会の縮図としての瀬戸内

岡山大学 文明動態学研究所85

https://ridc.okayama-u.ac.jp/

26
医科学研究、感染症、がん、免疫・神経・筋疾患、加齢性疾患、
ヒトゲノム解析、疾患システム研究、再生医療、プレシジョン・メディシン、
遺伝子・細胞治療、ELSI 研究、トランスレーショナル・リサーチ、AI 医科学
https://www.ims.u-tokyo.ac.jp/imsut/jp/

69

https://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/

68

https://www.cira.kyoto-u.ac.jp

46

https://www.ier.hit-u.ac.jp/

64

https://www.kier.kyoto-u.ac.jp

20

https://www.t-pirc.tsukuba.ac.jp/

京都大学 医生物学研究所（○）

熱帯医学、感染症、熱帯公衆衛生学、国際保健、
ケニア・ベトナム拠点、熱帯医学ミュージアム

100

102

104

95

複合体タンパク質、インタラクトーム、タンパク質相互作用解析、無細胞タンパク質合成、
近位依存性ビオチン化酵素、薬剤スクリーニング、薬剤標的探索、感染症

多階層生体防御システム、高深度オミクス、データ駆動型サイエンス、
構造生物学、情報生物学、システム免疫学、 がん生物学、発生再生医学、アレルギー学

愛媛大学 プロテオサイエンスセンター（○）93

https://www.pros.ehime-u.ac.jp/

https://www.tm.nagasaki-u.ac.jp/nekken/

ウイルス学、感染免疫、HIV-1/AIDS、HTLV-1/ATL/HAM、SARS-CoV-2/COVID-19、
HBV/Hepatitis B、抗ウイルス薬、ワクチン開発、中和抗体、細胞性免疫、感染動物モデル

熊本大学・鹿児島大学
ヒトレトロウイルス学共同研究センター

105

107
https://jrcrvi.jp/

72

70

蛋白質科学、構造生物学、生命科学、蛋白質合成・デザイン、
システム生物学、蛋白質情報科学

75

81

86

医科学、先端酵素学、糖尿病、がん、免疫疾患、慢性炎症、ゲノム、
プロテオーム、ゲノム編集、創薬イノベーション

90

環境ストレス、遺伝資源、ゲノム育種、植物生理、
植物栄養、植物病理、生物間相互作用

82

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/

https://www.iams.tokushima-u.ac.jp/

https://www.ehub.kyoto-u.ac.jp/

71

101

https://www.genken.nagasaki-u.ac.jp/index-sjis.html

https://tbc.skr.u-ryukyu.ac.jp/

霊長類学（脳機能、認知機能、生体機構、ゲノム、モデル動物）
京都大学 ヒト行動進化研究センター

https://igcore.thers.ac.jp/

糖鎖、グライコミクス、グライコプロテオミクス、第三の生命鎖、
拡張セントラルドグマ、生命科学、糖鎖情報、ヒューマングライコームプロジェクト

名古屋大学・岐阜大学 糖鎖生命コア研究所（○）

106
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第1部会シンポジウム第1部会シンポジウム
令和5年9月29日（金）  

担当：熊本大学 産業ナノマテリアル研究所

https://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

構造生物学、ゲノム科学、脳科学、免疫、感染、小分子RNA、オープンサイエンス

https://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/ja/
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29
社会科学の総合知、現代日本社会研究、
全所的プロジェクト研究、社会調査・データアーカイブ、
Social Science Japan Journal、地域力創発デザイン

東洋文化、アジア研究のアジア化と普遍化、Global Asian Studies

9

10 12 13

14 15 17 18

11

19 21

23

69

20

24 343325

47

49
48

50 51

57 58 59 60

61 62 63 64

86 87 88 8989

95 96 97 98

65 67 68 70

71 107

81

82

100

101

102

107

105 106

105

104

90

91 9392

94

83

7266 73 74

7675 77 78

84

99

103

80

79

85

52 53

3835

26 292827 3130

4132 393736 40

45 46
22

55 5654

43 4442

16

22

23

24

35

https://www.bri.niigata-u.ac.jp/

47

筑波大学 放射線・アイソトープ地球システム研究センター（○）
福島第一原子力発電所事故、放射能、アイソトープ、核関連施設、環境、水循環

地震、火山噴火、津波、地球内部構造、計算地球科学、
自然災害、観測固体地球科学

21

12

13

14

15

17

19

25

27

工学全般（基礎系、機械・生体系、情報・エレクトロニクス系、
物質・環境系、人間・社会系）、産学連携、国際連携、地域連携

30

56

88

91

94

https://www.riam.kyushu-u.ac.jp/

96

97

https://www.imi.kyushu-u.ac.jp/

98

10

59

60

61

62

https://www.yukawa.kyoto-u.ac.jp/

https://www.dpri.kyoto-u.ac.jp

63

65
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73

76

https://www.ile.osaka-u.ac.jp/ja/index.html

https://www.misasa.okayama-u.ac.jp/jp/

http://www.jwri.osaka-u.ac.jp/index.html

77

78

83

2023年度 第1部会長
愛媛大学 地球深部ダイナミクス研究センター長
2023年度 第1部会長
愛媛大学 地球深部ダイナミクス研究センター長
入舩 徹男

2023年度 第3部会長
北海道大学
スラブ・ユーラシア研究センター長　　

2023年度 第3部会長
北海道大学
スラブ・ユーラシア研究センター長　　
野町 素己

2023年度 第2部会長
東京医科歯科大学 難治疾患研究所長
2023年度 第2部会長
東京医科歯科大学 難治疾患研究所長
仁科 博史

第2部会シンポジウム第2部会シンポジウム
令和5年11月10日（金） 

担当：名古屋大学 環境医学研究所

第3部会シンポジウム第3部会シンポジウム
令和5年10月13日（金）

担当：北海道大学 スラブ・ユーラシア研究センター

https://www.arc.hokudai.ac.jp/

49
漢方医学、伝統医学、病態薬効解析、生薬・天然物分析、データベース
https://www.inm.u-toyama.ac.jp

https://www.obihiro.ac.jp/facility/protozoa/

https://www.czc.hokudai.ac.jp/

https://www.igm.hokudai.ac.jp/

ストレス受容・応答、生体適応・防御、脳神経系、内分泌、代謝、
ゲノム制御、新規治療・創薬

54

ウイルス学、生命科学、分子生物学、細胞生物学、
組織再生、幹細胞、医工学、再生医療、免疫学

58

50
発がん、悪性化、がんモデル、微小環境、幹細胞、分子標的

84
数理科学、量子宇宙、光合成、進化、構造生物学、錯体化学、
超伝導、有機エレクトロニクス材料、理論科学

半導体、ナノ集積科学、集積システム科学、分子生命情報科学、集積医科学

http://www.ied.tsukuba.ac.jp/

https://www.eri.u-tokyo.ac.jp/

https://ceres.chiba-u.jp/

北海道大学 低温科学研究所（○）

北海道大学 人獣共通感染症国際共同研究所（○）

低温、寒冷圏、水・物質循環、雪氷、宇宙物質、生物環境、環オホーツク
1

https://www2.lowtem.hokudai.ac.jp/

https://www.riec.tohoku.ac.jp/

https://www.ifs.tohoku.ac.jp/

33

http://www.csis.u-tokyo.ac.jp/

34

36

37

38

物性科学、物性理論、量子物質、機能物性、ナノサイエンス、
量子ビーム、強磁場、光科学、計算物質科学

、量子AIテクノロジー

https://www.issp.u-tokyo.ac.jp/

https://www.icrr.u-tokyo.ac.jp/

https:

https://www.msl.titech.ac.jp/index.html

39

42

43

44

45

48

51

https://www.rie.shizuoka.ac.jp/

http://www.nhdr.niigata-u.ac.jp/

52

https://green.shizuoka.ac.jp/

53

東京工業大学 科学技術創成研究院 ゼロカーボンエネルギー研究所
カーボンニュートラル、グリーン・トランスフォーメーション、再生可能エネルギー、
原子力エネルギー、炭素循環、物質循環、エネルギー貯蔵、新型炉、原子力材料・応用

グリーン分子創造技術、生物分子機能、植物ストレスマネージメント、
植物ゲノミックス、フィールドインフォマティクス、超分子・分子集合体、新エネルギー

高分子、超分子、ナノ粒子、バイオマテリアル、ソフトマテリアル、
ケミカルバイオロジー、バイオマス

知能化工学、情報イノベーション、電子機能システム、量子ナノエレクトロニクス、
フォトニクス集積システム、先進メカノデバイス、融合メカノシステム、創形科学、
先端材料、都市防災、異種機能集積、応用 AI、生体医歯工学、知的材料デバイス

http://www.zc.iir.titech.ac.jp/

https://www.tmd.ac.jp/ibb/

複合領域ナノサイエンス、物質科学、光科学、生命科学、数学・数理科学

流体、流動、統合流動科学、環境・エネルギー、ナノ・マイクロ、
健康・福祉・医療、宇宙航空、融合研究

計算システム基盤、情報通信基盤、人間・生体情報システム、
ナノエレクトロニクス・スピントロニクス、ブレインウェア、
サイバー・リアル空間

多元物質科学、有機・無機ハイブリッド材料、プロセスシステム・デバイス工学、
先端計測技術開発、ネットワーク型共同研究拠点、ソフトマテリアル研究拠点

https://www.es.hokudai.ac.jp/

1.3 GeV 高エネルギー電子シンクロトロン、60 MeV 大強度電子直線加速器、
電子光ビーム、ハドロン物理、原子核物理、放射化学、ビーム物理
https://www.lns.tohoku.ac.jp/

https://www.sris.tohoku.ac.jp/

名古屋大学 未来材料・システム研究所（○）

広島大学 ナノデバイス研究所（○）

https://www.ioes.saga-u.ac.jp/

99 佐賀大学 海洋エネルギー研究所（○）

革新的省エネルギー技術、高度計測技術、次世代半導体材料・
デバイス、持続可能な社会のためのシステム技術

ゼロエミッションエネルギー、プラズマ・量子エネルギー、
ソフトエネルギー、核融合エネルギー利用、
高効率太陽光エネルギー利用、バイオリファイナリー、
カーボンネガティブエネルギー

研究用原子炉、加速器、原子力工学、
粒子線・放射性同位元素、放射線生命、複合原子力科学

地球惑星物質科学、惑星深部ダイナミクス、高温高圧実験、
鉱物・マグマ物性、主要・微量元素分析、同位体分析、年代測定、
アストロバイオロジー

55

https://www.imass.nagoya-u.ac.jp 

87

https://www.rnbs.hiroshima-u.ac.jp/

生物環境試料バンク、内分泌かく乱化学物質、生態影響、環境毒性学、
ワンヘルス、東南アジア、沿岸海洋、低次生態系

愛媛大学 沿岸環境科学研究センター（○）

地球掘削科学、古海洋学、層序学、地球化学、古地磁気学

海洋エネルギー、海洋温度差発電、波力発電、潮流発電、
洋上風力発電、再生可能エネルギー

高知大学 海洋コア国際研究所（○）

92

http://www.cmes.ehime-u.ac.jp/

http://www.kochi-u.ac.jp/marine-core/index.html

東北大学 国際放射光イノベーション・スマート研究センター
放射光科学、次世代計測科学、材料科学、
物質組成構造解析、ナノサイエンス、量子ビーム

18

熊本大学 産業ナノマテリアル研究所
二次元ナノマテリアル、ナノシート、表面・粒界、
AI、爆発プロセス、バイオエレクトリクス

1103

http://www.iina.kumamoto-u.ac.jp

熊本大学・富山大学
先進軽金属材料国際研究機構（○）
軽金属材料、マルチマテリアル化、軽量強度材料、輸送機器、生体材料、
材料工学、物理学、機械力学、構造科学、計算科学

1106

https://ilm2021.com/

32

https://www.iqb.u-tokyo.ac.jp/

40

https

https://www.iser.osaka-u.ac.jp/

74

79

計算社会科学
神戸大学 計算社会科学研究センター80

http://ccss.kobe-u.ac.jp/

89

https://rihe.hiroshima-u.ac.jp/

高等教育研究、大学改革、大学のガバナンス、
高等教育政策、大学教授・専門職、IR 方法論、研究倫理

11
加齢制御、腫瘍制御、脳科学、環境ストレス老化、スマート・エイジング、医療機器開発

遺伝資源、遺伝子組換え植物、ゲノム編集植物、特定網室、

放射線（能）計測、物理線量評価、生物学的線量評価、放射線生物学、
バイオアッセイ、環境放射生態学、環境動態、分析化学、人材育成、被ばく医療体制

弘前大学 被ばく医療総合研究所（○）9

http://irem.hirosaki-u.ac.jp

人類の誕生と文明の形成、社会の複雑化と地域社会の形成、
日本社会の縮図としての瀬戸内

岡山大学 文明動態学研究所85

https://ridc.okayama-u.ac.jp/

26
医科学研究、感染症、がん、免疫・神経・筋疾患、加齢性疾患、
ヒトゲノム解析、疾患システム研究、再生医療、プレシジョン・メディシン、
遺伝子・細胞治療、ELSI 研究、トランスレーショナル・リサーチ、AI 医科学
https://www.ims.u-tokyo.ac.jp/imsut/jp/

69

https://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/

68

https://www.cira.kyoto-u.ac.jp

46

https://www.ier.hit-u.ac.jp/

64

https://www.kier.kyoto-u.ac.jp

20

https://www.t-pirc.tsukuba.ac.jp/

京都大学 医生物学研究所（○）

熱帯医学、感染症、熱帯公衆衛生学、国際保健、
ケニア・ベトナム拠点、熱帯医学ミュージアム

100

102

104

95

複合体タンパク質、インタラクトーム、タンパク質相互作用解析、無細胞タンパク質合成、
近位依存性ビオチン化酵素、薬剤スクリーニング、薬剤標的探索、感染症

多階層生体防御システム、高深度オミクス、データ駆動型サイエンス、
構造生物学、情報生物学、システム免疫学、 がん生物学、発生再生医学、アレルギー学

愛媛大学 プロテオサイエンスセンター（○）93

https://www.pros.ehime-u.ac.jp/

https://www.tm.nagasaki-u.ac.jp/nekken/

ウイルス学、感染免疫、HIV-1/AIDS、HTLV-1/ATL/HAM、SARS-CoV-2/COVID-19、
HBV/Hepatitis B、抗ウイルス薬、ワクチン開発、中和抗体、細胞性免疫、感染動物モデル

熊本大学・鹿児島大学
ヒトレトロウイルス学共同研究センター

105

107
https://jrcrvi.jp/

72

70

蛋白質科学、構造生物学、生命科学、蛋白質合成・デザイン、
システム生物学、蛋白質情報科学

75

81

86

医科学、先端酵素学、糖尿病、がん、免疫疾患、慢性炎症、ゲノム、
プロテオーム、ゲノム編集、創薬イノベーション

90

環境ストレス、遺伝資源、ゲノム育種、植物生理、
植物栄養、植物病理、生物間相互作用

82

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/

https://www.iams.tokushima-u.ac.jp/

https://www.ehub.kyoto-u.ac.jp/

71

101

https://www.genken.nagasaki-u.ac.jp/index-sjis.html

https://tbc.skr.u-ryukyu.ac.jp/

霊長類学（脳機能、認知機能、生体機構、ゲノム、モデル動物）
京都大学 ヒト行動進化研究センター

https://igcore.thers.ac.jp/

糖鎖、グライコミクス、グライコプロテオミクス、第三の生命鎖、
拡張セントラルドグマ、生命科学、糖鎖情報、ヒューマングライコームプロジェクト

名古屋大学・岐阜大学 糖鎖生命コア研究所（○）

106

31

第1部会シンポジウム第1部会シンポジウム
令和5年9月29日（金）  

担当：熊本大学 産業ナノマテリアル研究所

https://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

構造生物学、ゲノム科学、脳科学、免疫、感染、小分子RNA、オープンサイエンス

https://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/ja/



https://irides.tohoku.ac.jp/
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28

41

57

67

日本語 : https://jww.iss.u-tokyo.ac.jp/
英語 : https://www.iss.u-tokyo.ac.jp/

29
社会科学の総合知、現代日本社会研究、
全所的プロジェクト研究、社会調査・データアーカイブ、
Social Science Japan Journal、地域力創発デザイン

東洋文化、アジア研究のアジア化と普遍化、Global Asian Studies
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https://www.bri.niigata-u.ac.jp/

47

筑波大学 放射線・アイソトープ地球システム研究センター（○）
福島第一原子力発電所事故、放射能、アイソトープ、核関連施設、環境、水循環

地震、火山噴火、津波、地球内部構造、計算地球科学、
自然災害、観測固体地球科学

21

12

13

14

15

17

19

25

27

工学全般（基礎系、機械・生体系、情報・エレクトロニクス系、
物質・環境系、人間・社会系）、産学連携、国際連携、地域連携

30
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88

91

94

https://www.riam.kyushu-u.ac.jp/
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https://www.imi.kyushu-u.ac.jp/
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60
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62

https://www.yukawa.kyoto-u.ac.jp/

https://www.dpri.kyoto-u.ac.jp

63

65
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73

76

https://www.ile.osaka-u.ac.jp/ja/index.html

https://www.misasa.okayama-u.ac.jp/jp/

http://www.jwri.osaka-u.ac.jp/index.html
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83

2023年度 第1部会長
愛媛大学 地球深部ダイナミクス研究センター長
2023年度 第1部会長
愛媛大学 地球深部ダイナミクス研究センター長
入舩 徹男

2023年度 第3部会長
北海道大学
スラブ・ユーラシア研究センター長　　

2023年度 第3部会長
北海道大学
スラブ・ユーラシア研究センター長　　
野町 素己

2023年度 第2部会長
東京医科歯科大学 難治疾患研究所長
2023年度 第2部会長
東京医科歯科大学 難治疾患研究所長
仁科 博史

第2部会シンポジウム第2部会シンポジウム
令和5年11月10日（金） 

担当：名古屋大学 環境医学研究所

第3部会シンポジウム第3部会シンポジウム
令和5年10月13日（金）

担当：北海道大学 スラブ・ユーラシア研究センター

https://www.arc.hokudai.ac.jp/

49
漢方医学、伝統医学、病態薬効解析、生薬・天然物分析、データベース
https://www.inm.u-toyama.ac.jp

https://www.obihiro.ac.jp/facility/protozoa/

https://www.czc.hokudai.ac.jp/

https://www.igm.hokudai.ac.jp/

ストレス受容・応答、生体適応・防御、脳神経系、内分泌、代謝、
ゲノム制御、新規治療・創薬

54

ウイルス学、生命科学、分子生物学、細胞生物学、
組織再生、幹細胞、医工学、再生医療、免疫学

58

50
発がん、悪性化、がんモデル、微小環境、幹細胞、分子標的

84
数理科学、量子宇宙、光合成、進化、構造生物学、錯体化学、
超伝導、有機エレクトロニクス材料、理論科学

半導体、ナノ集積科学、集積システム科学、分子生命情報科学、集積医科学

http://www.ied.tsukuba.ac.jp/

https://www.eri.u-tokyo.ac.jp/

https://ceres.chiba-u.jp/

北海道大学 低温科学研究所（○）

北海道大学 人獣共通感染症国際共同研究所（○）

低温、寒冷圏、水・物質循環、雪氷、宇宙物質、生物環境、環オホーツク
1

https://www2.lowtem.hokudai.ac.jp/

https://www.riec.tohoku.ac.jp/

https://www.ifs.tohoku.ac.jp/

33

http://www.csis.u-tokyo.ac.jp/

34

36

37

38

物性科学、物性理論、量子物質、機能物性、ナノサイエンス、
量子ビーム、強磁場、光科学、計算物質科学

、量子AIテクノロジー

https://www.issp.u-tokyo.ac.jp/

https://www.icrr.u-tokyo.ac.jp/

https:

https://www.msl.titech.ac.jp/index.html

39

42

43

44

45

48

51

https://www.rie.shizuoka.ac.jp/

http://www.nhdr.niigata-u.ac.jp/

52

https://green.shizuoka.ac.jp/

53

東京工業大学 科学技術創成研究院 ゼロカーボンエネルギー研究所
カーボンニュートラル、グリーン・トランスフォーメーション、再生可能エネルギー、
原子力エネルギー、炭素循環、物質循環、エネルギー貯蔵、新型炉、原子力材料・応用

グリーン分子創造技術、生物分子機能、植物ストレスマネージメント、
植物ゲノミックス、フィールドインフォマティクス、超分子・分子集合体、新エネルギー

高分子、超分子、ナノ粒子、バイオマテリアル、ソフトマテリアル、
ケミカルバイオロジー、バイオマス

知能化工学、情報イノベーション、電子機能システム、量子ナノエレクトロニクス、
フォトニクス集積システム、先進メカノデバイス、融合メカノシステム、創形科学、
先端材料、都市防災、異種機能集積、応用 AI、生体医歯工学、知的材料デバイス

http://www.zc.iir.titech.ac.jp/

https://www.tmd.ac.jp/ibb/

複合領域ナノサイエンス、物質科学、光科学、生命科学、数学・数理科学

流体、流動、統合流動科学、環境・エネルギー、ナノ・マイクロ、
健康・福祉・医療、宇宙航空、融合研究

計算システム基盤、情報通信基盤、人間・生体情報システム、
ナノエレクトロニクス・スピントロニクス、ブレインウェア、
サイバー・リアル空間

多元物質科学、有機・無機ハイブリッド材料、プロセスシステム・デバイス工学、
先端計測技術開発、ネットワーク型共同研究拠点、ソフトマテリアル研究拠点

https://www.es.hokudai.ac.jp/

1.3 GeV 高エネルギー電子シンクロトロン、60 MeV 大強度電子直線加速器、
電子光ビーム、ハドロン物理、原子核物理、放射化学、ビーム物理
https://www.lns.tohoku.ac.jp/

https://www.sris.tohoku.ac.jp/

名古屋大学 未来材料・システム研究所（○）

広島大学 ナノデバイス研究所（○）

https://www.ioes.saga-u.ac.jp/

99 佐賀大学 海洋エネルギー研究所（○）

革新的省エネルギー技術、高度計測技術、次世代半導体材料・
デバイス、持続可能な社会のためのシステム技術

ゼロエミッションエネルギー、プラズマ・量子エネルギー、
ソフトエネルギー、核融合エネルギー利用、
高効率太陽光エネルギー利用、バイオリファイナリー、
カーボンネガティブエネルギー

研究用原子炉、加速器、原子力工学、
粒子線・放射性同位元素、放射線生命、複合原子力科学

地球惑星物質科学、惑星深部ダイナミクス、高温高圧実験、
鉱物・マグマ物性、主要・微量元素分析、同位体分析、年代測定、
アストロバイオロジー

55

https://www.imass.nagoya-u.ac.jp 

87

https://www.rnbs.hiroshima-u.ac.jp/

生物環境試料バンク、内分泌かく乱化学物質、生態影響、環境毒性学、
ワンヘルス、東南アジア、沿岸海洋、低次生態系

愛媛大学 沿岸環境科学研究センター（○）

地球掘削科学、古海洋学、層序学、地球化学、古地磁気学

海洋エネルギー、海洋温度差発電、波力発電、潮流発電、
洋上風力発電、再生可能エネルギー

高知大学 海洋コア国際研究所（○）

92

http://www.cmes.ehime-u.ac.jp/

http://www.kochi-u.ac.jp/marine-core/index.html

東北大学 国際放射光イノベーション・スマート研究センター
放射光科学、次世代計測科学、材料科学、
物質組成構造解析、ナノサイエンス、量子ビーム

18

熊本大学 産業ナノマテリアル研究所
二次元ナノマテリアル、ナノシート、表面・粒界、
AI、爆発プロセス、バイオエレクトリクス

1103

http://www.iina.kumamoto-u.ac.jp

熊本大学・富山大学
先進軽金属材料国際研究機構（○）
軽金属材料、マルチマテリアル化、軽量強度材料、輸送機器、生体材料、
材料工学、物理学、機械力学、構造科学、計算科学

1106

https://ilm2021.com/

32

https://www.iqb.u-tokyo.ac.jp/

40

https

https://www.iser.osaka-u.ac.jp/

74

79

計算社会科学
神戸大学 計算社会科学研究センター80

http://ccss.kobe-u.ac.jp/

89

https://rihe.hiroshima-u.ac.jp/

高等教育研究、大学改革、大学のガバナンス、
高等教育政策、大学教授・専門職、IR 方法論、研究倫理

11
加齢制御、腫瘍制御、脳科学、環境ストレス老化、スマート・エイジング、医療機器開発

遺伝資源、遺伝子組換え植物、ゲノム編集植物、特定網室、

放射線（能）計測、物理線量評価、生物学的線量評価、放射線生物学、
バイオアッセイ、環境放射生態学、環境動態、分析化学、人材育成、被ばく医療体制

弘前大学 被ばく医療総合研究所（○）9

http://irem.hirosaki-u.ac.jp

人類の誕生と文明の形成、社会の複雑化と地域社会の形成、
日本社会の縮図としての瀬戸内

岡山大学 文明動態学研究所85

https://ridc.okayama-u.ac.jp/

26
医科学研究、感染症、がん、免疫・神経・筋疾患、加齢性疾患、
ヒトゲノム解析、疾患システム研究、再生医療、プレシジョン・メディシン、
遺伝子・細胞治療、ELSI 研究、トランスレーショナル・リサーチ、AI 医科学
https://www.ims.u-tokyo.ac.jp/imsut/jp/

69

https://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/

68

https://www.cira.kyoto-u.ac.jp

46

https://www.ier.hit-u.ac.jp/

64

https://www.kier.kyoto-u.ac.jp

20

https://www.t-pirc.tsukuba.ac.jp/

京都大学 医生物学研究所（○）

熱帯医学、感染症、熱帯公衆衛生学、国際保健、
ケニア・ベトナム拠点、熱帯医学ミュージアム

100

102

104

95

複合体タンパク質、インタラクトーム、タンパク質相互作用解析、無細胞タンパク質合成、
近位依存性ビオチン化酵素、薬剤スクリーニング、薬剤標的探索、感染症

多階層生体防御システム、高深度オミクス、データ駆動型サイエンス、
構造生物学、情報生物学、システム免疫学、 がん生物学、発生再生医学、アレルギー学

愛媛大学 プロテオサイエンスセンター（○）93

https://www.pros.ehime-u.ac.jp/

https://www.tm.nagasaki-u.ac.jp/nekken/

ウイルス学、感染免疫、HIV-1/AIDS、HTLV-1/ATL/HAM、SARS-CoV-2/COVID-19、
HBV/Hepatitis B、抗ウイルス薬、ワクチン開発、中和抗体、細胞性免疫、感染動物モデル

熊本大学・鹿児島大学
ヒトレトロウイルス学共同研究センター

105

107
https://jrcrvi.jp/

72

70

蛋白質科学、構造生物学、生命科学、蛋白質合成・デザイン、
システム生物学、蛋白質情報科学

75

81

86

医科学、先端酵素学、糖尿病、がん、免疫疾患、慢性炎症、ゲノム、
プロテオーム、ゲノム編集、創薬イノベーション

90

環境ストレス、遺伝資源、ゲノム育種、植物生理、
植物栄養、植物病理、生物間相互作用

82

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/

https://www.iams.tokushima-u.ac.jp/

https://www.ehub.kyoto-u.ac.jp/

71

101

https://www.genken.nagasaki-u.ac.jp/index-sjis.html

https://tbc.skr.u-ryukyu.ac.jp/

霊長類学（脳機能、認知機能、生体機構、ゲノム、モデル動物）
京都大学 ヒト行動進化研究センター

https://igcore.thers.ac.jp/

糖鎖、グライコミクス、グライコプロテオミクス、第三の生命鎖、
拡張セントラルドグマ、生命科学、糖鎖情報、ヒューマングライコームプロジェクト

名古屋大学・岐阜大学 糖鎖生命コア研究所（○）

106
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第1部会シンポジウム第1部会シンポジウム
令和5年9月29日（金）  

担当：熊本大学 産業ナノマテリアル研究所

https://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

構造生物学、ゲノム科学、脳科学、免疫、感染、小分子RNA、オープンサイエンス

https://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/ja/



　東北大学金属材料研究所の佐々木孝彦です。「国立大学附置研究所・センター会議」の2023年度会長を務めるこ
とになりました。就任にあたり、一言ご挨拶申し上げます。
　本会議は、国立大学が法人化された平成16年度（2004年度）に「文部科学省所轄並びに国立大学附置研究所会
議」を継承して発足しました。2023年4月現在、全国の33国立大学法人に設置された107の附置研究所と研究セン
ターで構成されています。
　国立大学の附置研究所およびセンターは、それぞれが日本の学術研究の様々な分野をリードすることを使命として、
先端的な研究課題や多様な学際的研究、長期的な視野に基づく基礎研究などに取り組んでいます。また、その多くが
共同利用・共同研究拠点として、国内外の研究者コミュニティに開かれた研究支援体制を整備し、研究の基盤ならび
に共同研究の機会を提供することによって、個々の大学の枠を超えてわが国の学術研究を支えています。さらに、先端
研究の場を学生や若手研究者に積極的に開放し、次世代研究者の育成にも大いに貢献しています。
　本会議はこれまで、わが国の学術研究の発展に資する重要な提言や要望を発信し続けてきました。また、各研究
所・センターのユニークな研究活動をウェブサイト等で紹介するとともに、公開シンポジウムを開催することによって情
報発信にも力を入れています。今後もさらに「研究活動の見える化」を推進することにより、附置研究所・センターが
担っているそれぞれの学問分野における研究の動向を、広く皆様に知っていただきたいと考えています。
　私たちは、附置研究所・センターがわが国の学術研究の中核としての役割を担っていることを強く認識し、引き続き
その発展に貢献したいと思います。皆様の一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

①除染による下流域への影響を初評価
福島原発事故における政府の除染データや高解像度衛
星画像を用いた土地被覆変化データ、河川のモニタリン
グデータを組合せ、上流域の除染による長期的な土地被
覆の変化が下流環境や太平洋への137CS流出に及ぼす影
響を初評価しました。これらの成果は、今後の除染活動が
与える下流域の持続可能性への影響の最小化に役立つ
と期待されます。
（筑波大学 アイソトープ環境動態研究センター）

④乾燥地の課題解決のために
乾燥地は世界中で自然と人々の生活が最も脆弱な地域で
す。センターの研究者はおもに途上国の現場において、気
候変動が乾燥地に及ぼす影響評価、節水灌漑や塩類土壌
修復技術の実装、土壌浸食や黄砂発生機構の解明、乾燥
地に適応できる新たな作物品種の開発など、異なる分野
の研究者が協力して乾燥地の課題解決のための研究に取
り組んでいます。
（鳥取大学 乾燥地研究センター）

①大腸がん幹細胞の撲滅
細胞周期抑制分子p57は大腸がん幹細胞に特異的に発
現する。遺伝子操作を加えたp57-DTR-Venusマウスに
おいて、ジフテリア毒素（DT）によりp57+細胞を除去し、
抗がん剤（5-FU）治療と組み合わせると、がんの進展が強
く抑制されることが明らかとなった。
（九州大学 生体防御医学研究所）

②がんに起因する全身の不調の研究
根治不能となったがんは次第に全身の恒常性を破綻さ
せ、個体はやがて死に至ります。この現象の全貌ならびに
責任因子を明らかにするために、マルチオミクスと遺伝学
を組み合わせた研究を展開しています。がんを根治できな
くともQuality of Life（QOL）を落とさすに生きていける
社会を作ることに貢献したいと考えています。
（東北大学 加齢医学研究所）

③ポストコロナを見据えた伝統医薬研究の国際拠点交流
新型コロナウィルス感染症への対応として、オンライン
ツールによる国際交流を継続してきましたが、海外渡航時
の水際対策の緩和を契機にポストコロナを見据えて伝統
医薬研究に関わる国際拠点大学との対面での交流を再
開しました。具体的にはタイ・チュラロンコン大学薬学部
とインドネシア・ハサヌディン大学薬学部との研究者交流
や各国での調査・探索研究の再開に向けた課題、それぞ
れの国での伝統医薬研究に関する動向などについて意見
を交換しました。
（富山大学 和漢医薬学総合研究所）

①襖下張り文書のレスキュー
文化財レスキュープロジェクトでは岡山史料ネット及び全
国の史料ネット、国立歴史民俗博物館・東北大学・神戸大
学を核として人間文化研究機構が推進する「歴史文化資
料保全の大学・共同利用機関ネットワーク事業」と連携
し、2018年の西日本豪雨で被災した資料の保全活動に
取り組んでいます。
（岡山大学 文明動態学研究所）

②水島港玉島コンテナ・ターミナル
　でのコンテナ船荷役
瀬戸内プロジェクトでは低迷・衰退する中・低位都市・地
域の集合体とも言える瀬戸内地域を対象として、そこにお
ける機能低集積化・分散化加速のメカニズム・構図を市場
と法制度、文化およびそこで活動する各主体といった要因
から多面的に分析していきます。
（岡山大学 文明動態学研究所）

③光化学系IIと水分解触媒中心の結晶構造
シアノバクテリア由来光合成光化学系II複合体の結晶構
造とそれに含まれる水分解・酸素発生触媒中心の構造。こ
の構造は、光エネルギーを利用して水を分解し、分子状酸
素を放出しており、光エネルギーの変換と地球上ほぼすべ
ての生物の生存に不可欠な酸素を供給している意味で重
要なものです。
（岡山大学 異分野基礎科学研究所）

④放射光による高精度電子構造測定
集光ミラー及びディフレクター付きの半球型超高分解能電
子分析器を導入したことで、高精度な電子構造を従来の10
分の１程度の時間で高速観測を可能とすることに成功しま
した。集光ビームは約40㎛（横）×50㎛（縦）、エネルギー分
解能は約4meVを達成しており、これまで観測できなかっ

⑤次世代放射光施設NanoTerasuの
　ビームライン技術への貢献
東北大学青葉山新キャンパスに建設整備中の次世代放
射光施設NanoTerasuは、2024年度運用開始予定で
す。当センターは、そのビームライン整備に技術面で多くの
教員が関わっています。さらに、軟X線領域の計測を得意
とするNanoTerasuの有効利用をはかるため、全く新し
い計測手法や解析方法を研究発表してきましたし、これか
らも開発研究を進めていきます。
（東北大学 国際放射光イノベーション・スマート研究センター）

⑥レーザーによる「知の創造」と「知の具現化」
レーザー科学研究所では、レーザーの汎用性を活かし、多
様な「知の創造」と「知の具現化」を目指した学術研究を
行っています。災害対策、害虫駆除、文化財探索からレー
ザープロセス、レーザー中性子源、レーザー核融合エネル
ギーのための研究開発から、光や原子さらに惑星や宇宙
の謎の解明に役立つ学術研究など学際的な取り組みを
行っています。
（大阪大学 レーザー科学研究所）

（a）ドローンxレーザー空中投影
（b）レーザー駆動パルス中性子源・X線源による
　 電池材料同時撮影
（c）パワーレーザーとプラズマとの相互作用の瞬間
（d）パワーレーザーによる超新星爆発模擬実験

2023年度会長挨拶

佐々木 孝彦 所長

2023年度会長
東北大学

金属材料研究所

上：天幕の骨組みを運ぶサハ共和国の遊牧民。
下：トナカイの群れ。東北アジア研究センター・地域研究デジタルアーカイブ・シベリア民族誌写真
　 （高倉浩樹撮影）より。
(東北大学 東北アジア研究センター）

表紙：遊牧と黄金の角

東北大学　金属材料研究所

上：龍門石窟古陽洞 安定王元燮造像記拓本 北魏・正始四年（507）　
下左：雲岡石窟第八窟 多面多臂神像 北魏時代（5世紀）　
下右：『永楽大典』（15世紀初に編纂された中国最大の類書）の写本（16世紀後半）
（京都大学 人文科学研究所）

裏表紙：京都大学人文科学研究所所蔵史料群

〒980-8577 仙台市青葉区片平2-1-1　TEL022-215-2181　FAX022-215-2184

②抗体タンパク質をコイルドコイルで簡便に蛍光修飾
蛍光色素によって抗体の特異部位を化学修飾したクエン

た微細試料での電子構造の観測・解明が期待されます。
（広島大学 放射光科学研究センター）

チ抗体を開発しました。これを用いる検出法の適用範囲
は広く、細胞内タンパク質やがん抑制タンパク質の検出や
イメージングが可能になりました。さらに、新型コロナウイ
ルスを短時間、高感度で検出する手法としても有効であ
り、臨床サンプルを用いた短時間陽性判定においても精
度が確認されています。
（東京工業大学 科学技術創成研究院化学生命科学研究所）

http://www.shochou-kaigi.org/ http://shochou-kaigi.org/interview/

2023

33の国立大学の107の研究所・研究センターで
構成されています。
所属教員数は3,600名を超えます。
理工系中心の第1部会（56研究所・センター）、
医学・生物系中心の第2部会（36研究所・セン
ター）、人文・社会系中心の第3部会（15研究
所・センター）からなります。


